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［台湾・花蓮の地震 SAR］ 

第1～3図は，2018年2月6日に台湾・花蓮付近で発生した地震（Mw7.3，USGS）に関する，

「だいち2号」データの解析結果に関する資料である．解析に用いたデータの諸元は，第1図下

段の表に示すとおりである． 

第1図は，だいち2号の北行軌道，南行軌道からの観測データの干渉解析結果とピクセルオフ

セット解析結果（アジマス方向）を用いて推定した変位量の3次元成分の空間分布である．米

崙断層（Milun Fault）から嶺頂断層（Lingding Fault）北部にかけて約15kmにわたって断層沿い

に顕著な地殻変動が見られ，米崙断層の東側では特に大きな隆起と北東への変位，断層西側南

部では沈降が見られる．米崙断層に沿って変位の不連続が見られ，この断層に沿って地表地震

断層が現れている可能性がある． 

第2図は，だいち2号の北行軌道，南行軌道からの観測データの干渉解析結果を用いて，2.5

次元解析により地殻変動の準東西成分と準上下成分の分布を求めた結果である．特徴は第1図の3

次元変位量分布と同様である． 

第3図は，第1図の3次元解析，第2図の2.5次元解析の元となったSAR干渉解析結果及びピク

セルオフセット解析結果である．上段が南行軌道，下段が北行軌道の解析結果である．米崙断

層付近で地震に伴う地殻変動を示す位相変化が顕著に見られる． 
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第1図 3次元変動量分布．(a)全体図, (b)花蓮市周辺拡大図．図3(b)(c)と図4(b)(c)から計算． 
Fig. 1 3D displacement associated with the 2018 Hualien earthquake derived from Figs. 3(b)(c) and

4(b)(c), (a) overview, (b) around Hualien city. 

－ 367 －



第2図 2.5次元変動量分布．(a)準上下成分, (b)準東西成分．図3(a)と図4(a)から計算． 
Fig. 2  Displacement of (a) quasi vertical and (b) quasi EW components, derived from Figs. 3(a) and 4(a). 
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第3図 南右観測ペアの(a)干渉画像全体図, (b)干渉画像拡大図, (c)衛星進行方向の変位量（ピクセル

オフセット法）． 
Fig. 3  Descending/Right (a) InSAR (overview), (b) InSAR (zoom), (c) azimuth offset (Pixel Offset 

method). 
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第4図 北行右観測ペアの(a)干渉画像全体図, (b)干渉画像拡大図, (c)衛星進行方向の変位量（ピクセ
ルオフセット法）． 

Fig. 4  Ascending/Right (a) InSAR (overview), (b) InSAR (zoom), (c) azimuth offset (Pixel Offset  
method). 
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